
初
期
臨
床
研
修
を
二
年
半
受
け
た

後
に
赴
任
し
た
の
は
、
神
奈
川
県
の

相
模
湖
に
近
い
千
木
良
地
区
で
し

た
。
山
間
へ
き
地
と
い
う
ほ
ど
で
は

な
い
の
で
す
が
、
人
口
二
千
人
の
地

域
唯
一
の
診
療
所
で
、
住
み
込
み
で

通
算
五
年
半
ほ
ど
内
科
、
外
科
、
小

児
科
の
地
域
診
療
を
し
て
い
ま
し

た
。在

宅
患
者
の
笑
み

か
ぜ
の
よ
う
な
症
状
を
繰
り
返
し

て
い
た
幼
児
が
い
ま
し
た
。
経
過
を

見
て
い
る
と
肝
臓
が
張
れ
て
き
て
、

末
梢
（
ま
っ
し
ょ
う
）
血
を
調
べ
る

と
白
血
病
を
示
す
芽
球
が
出
現
し
て

い
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
難

病
の
始
ま
り
に
立
ち
会
っ
た
の
で
し

た
。そ

こ
で
は
高
齢
者
は
が
ん
末
期
や

老
衰
に
な
る
と
、
最
後
は
自
宅
に
帰

っ
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
病
床
の

患
者
さ
ん
を
往
診
す
る
と
弱
っ
た
体

を
起
こ
し
、
皆
、
笑
み
を
浮
か
べ
て

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
在
宅

で
多
く
の
患
者
さ
ん
を
み
と
り
ま
し

た
。こ

の
小
さ
な
地
域
で
学
ん
だ
こ
と

は
、
病
気
の
超
早
期
に
症
候
を
つ
か

ま
え
る
初
期
診
療
の
面
白
さ
と
、
身

体
と
心
、
家
族
・
地
域
か
ら
な
る
多

面
的
な
存
在
と
し
て
患
者
を
診
る
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
の
精
神
の
重
要

性
、
在
宅
ケ
ア
や
終
末
期
医
療
の
重

さ
と
深
さ
で
し
た
。

義
務
年
限
後
に
は
、
川
崎
市
立
井

田
病
院
に
、
岡
島
重
孝
元
院
長
が
在

宅
ケ
ア
を
進
め
て
い
る
縁
で
就
職
し

ま
し
た
。
一
九
九
八
年
に
は
緩
和
ケ

ア
、
在
宅
ケ
ア
、
高
齢
者
ケ
ア
、
地

域
連
携
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
か
わ
さ

き
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
病
院
と
地
域
で
が
ん
末
期

ケ
ア
や
在
宅
ケ
ア
、
高
齢
者
ケ
ア
を

推
進
し
よ
う
と
い
う
構
想
で
す
。
対

象
と
す
る
地
域
の
人
口
は
数
十
万
人

に
な
り
ま
す
。
先
駆
的
事
業
と
し
て

今
で
も
見
学
者
が
絶
え
ま
せ
ん
。

!
縦
糸
"
と
!
横
糸
"

都
会
の
病
院
の
高
度
に
専
門
医
療

化
し
た
い
わ
ば「
縦
糸
」の
機
能
に
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
、
在
宅
ケ
ア
、

終
末
期
ケ
ア
と
い
う
「
横
糸
」
を
通

わ
せ
、
患
者
と
い
う
複
雑
多
岐
な
存

在
が
漏
れ
な
い
よ
う
努
力
し
て
き
ま

し
た
。

専
門
分
化
し
た
医
療
は
効
率
が
良

い
の
で
す
が
、
必
ず
し
も
患
者
の
満

足
や
理
解
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。が
ん
末
期
や
高
齢
化
な
ど
、

従
来
の
病
院
で
は
解
決
で
き
な
い
問

題
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
き
て
、
医
療
制
度
の
中
で
も
在

宅
ケ
ア
や
が
ん
の
緩
和
ケ
ア
、
終
末

期
ケ
ア
が
重
視
さ
れ
、
総
合
診
療
科

が
病
院
に
設
置
さ
れ
る
時
代
に
な
り

ま
し
た
。
実
は
、
そ
れ
ら
は
既
に
へ

き
地
の
医
療
で
経
験
し
て
き
た
こ
と

な
の
で
す
。

「
へ
き
地
医
療
を
都
会
へ
」
は
、

ざ
れ
言
で
は
な
い
提
言
で
す
。
へ
き

地
で
実
践
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
ケ
ア
の
精
神
に
よ
る
「
横
糸
の
医

療
」
を
、
す
べ
て
の
医
療
現
場
に
通

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
へ
き

地
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
都
会
で
も
必

要
な
普
遍
性
の
あ
る
課
題
だ
っ
た
の

で
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
問
題
意
識

を
深
め
、
縦
横
無
尽
な
医
療
や
ケ
ア

を
目
指
せ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
次
回
予
定
は
長
崎
県
）

!
へ
き
地
医
療
を
都
会
へ
"

み や も り ただし

宮森 正 １期生１９７８年卒
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麦
と
ろ
の
日

麦
と
ろ
ご
は
ん
の
お
い
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

ほ
し
い
と
、
料
理
研
究
家
の
枝
元
な
ほ
み
さ
ん
が
会
長

を
務
め
る
「
麦
ご
は
ん
の
会
」
が
制
定
し
た
。
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
良
く
、
胃
腸
の
消
化
吸
収
を
促
進
す
る
ヤ
マ

イ
モ
。
麦
は
、
発
汗
で
失
わ
れ
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
類

と
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
。
こ
の
二
つ
の
食
品
が
コ

ン
ビ
を
組
ん
だ
「
麦
と
ろ
ご
は
ん
」
は
、
夏
ば
て
解
消

の
効
果
も
あ
る
。

（
小
）

"
の
島
に
!
万
人

長
崎
空
港
か
ら
プ
ロ
ペ

ラ
機
で
約
三
十
分
。
長
崎

市
の
西
約
百
$
に
五
島
列

島
最
大
の
島
、
福
江
島
が

あ
る
。
面
積
約
三
百
二
十

六
平
方
$
%
、
人
口
約
四

万
人
。

島
東
部
の
五
島
中
央
病

院
（
三
百
四
床
）
の
一
室

に
あ
る
、
講
座
の
現
地
拠

点
「
離
島
医
療
研
究
所
」

を
訪
れ
た
。
常
駐
す
る
前

田
隆
浩
教
授
（
所
長
）
は

「
長
崎
県
に
は
五
十
を
超

え
る
有
人
島
が
あ
り
十
五

万
人
が
暮
ら
し
て
い
る

が
、
医
師
数
は
全
国
平
均

よ
り
は
る
か
に
少
な
い
。

離
島
の
医
療
を
支
え
る
た

め
、
医
師
を
定
着
さ
せ
た

い
の
で
す
」
と
話
す
。

講
座
は
○
四
年
五
月
に

設
け
ら
れ
、
長
崎
県
と
同

県
五
島
市
が
五
年
間
で
約

二
億
円
を
寄
付
。
長
崎
大

医
学
部
の
五
、
六
年
次
の

臨
床
実
習
に
、
五
島
列
島

で
の
実
習
を
組
み
込
ん

だ
。五

年
次
（
約
百
人
）
は

必
修
で
、
地
域
の
中
核
病

院
を
拠
点
に
一
週
間
滞

在
。
小
さ
な
離
島
や
へ
き

地
に
あ
る
出
張
診
療
所
、

老
人
ホ
ー
ム
、
高
齢
者
の

自
宅
な
ど
へ
、
現
地
の
医

師
と
同
行
し
地
域
の
実
情

を
学
ぶ
。
六
年
次
は
選
択

制
で
、
例
年
十
人
以
上
が

五
週
間
滞
在
し
、
住
民
の

診
療
に
当
た
る
。

家
族
の
よ
う
に

学
生
は
、
脳
出
血
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
長
崎

大
病
院
に
送
り
専
門
医
と

治
療
方
針
を
決
め
る
遠
隔

シ
ス
テ
ム
や
、
心
疾
患
、

未
熟
児
出
産
な
ど
本
土
で

緊
急
手
術
が
い
る
場
合
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搬
送
な

ど
、
離
島
な
ら
で
は
の
体

験
も
し
て
い
る
。

実
習
は
今
夏
か
ら
対
馬

で
も
始
め
る
予
定
。

中
里
未
央
助
教
ら
は
○

四
年
以
降
、
二
百
人
以
上

の
五
年
次
生
に
実
習
の
前

後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
。

実
習
後
は
、
育
児
や
子

供
の
教
育
な
ど
生
活
の
不

安
が
強
ま
る
一
方
で
、
本

土
と
の
医
療
レ
ベ
ル
の
違

い
や
離
島
勤
務
で
医
師
と

し
て
の
能
力
が
遅
れ
る
と

い
っ
た
不
安
は
減
少
。「
離

島
に
定
着
し
て
働
き
た

い
」「
離
島
医
療
に
興
味

が
あ
る
」
と
答
え
た
学
生

が
増
え
、中
里
助
教
は「
将

来
の
選
択
肢
の
一
つ
に
離

島
、
地
域
医
療
が
入
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
言
う
。

学
生
の
リ
ポ
ー
ト
に

は
、
こ
ん
な
感
想
も
あ
っ

た
。
「
家
族
の
よ
う
に
接

し
雑
談
を
す
る
だ
け
な

ど
、
大
学
病
院
で
は
あ
り

得
な
い
診
療
が
な
さ
れ
て

お
り
、
離
島
医
療
に
触
れ

た
気
が
し
た
」「
が
ん
や

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
か

ぜ
な
ど
い
ろ
ん
な
患
者
が

来
た
。
必
要
な
の
は
幅
広

い
知
識
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

ケ
ア
（
初
期
診
療
）
だ
」

純
増
は
奇
跡
的

受
講
生
の
中
か
ら
は
、

医
学
部
卒
業
後
の
臨
床
研

修
先
に
五
島
中
央
病
院
を

選
ん
だ
研
修
医
が
昨
年
と

今
年
、計
三
人
生
ま
れ
た
。

「
都
会
へ
出
る
研
修
医
が

多
く
、
地
方
の
医
師
は
ど

ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
。
離

島
の
病
院
で
研
修
医
が
純

増
し
て
い
る
の
は
奇
跡

的
」
と
前
田
教
授
。

講
座
一
期
生
で
研
修
医

二
年
目
の
坂
上
祐
樹
さ
ん

"
#
!
長
崎
県
島
原
市
出

身
!
は
「
実
習
で
医
療
の

原
点
み
た
い
な
も
の
を
感

じ
た
。
都
会
の
有
名
病
院

で
は
経
験
で
き
な
い
よ
う

な
多
く
の
患
者
、
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
を
診
療
で
き
、

充
実
し
て
い
る
」
。

同
病
院
は
、
三
人
が
来

て
法
律
上
の
医
師
の
定
員

数
を
満
た
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
「
研
修
医
を
受
け

入
れ
教
育
を
し
た
経
験
が

な
く
、戸
惑
い
も
あ
っ
た
」

（
神
田
哲
郎
院
長
）
と
い

う
。他

大
学
か
ら
も
受
講
希

望
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に

約
二
十
人
が
参
加
し
た
。

前
田
教
授
は
「
私
た
ち
の

取
り
組
み
は
、
ほ
か
の
地

域
の
へ
き
地
医
療
に
も
役

立
つ
は
ず
。
長
崎
を
地
域

医
療
に
携
わ
る
医
師
や
家

庭
医
を
育
成
す
る
発
信
地

に
し
た
い
」と
意
気
込
む
。

離
島
で
の
診
療
に
携
わ
る
医
師
を
育
て
よ
う

と
、
二
○
○
四
年
に
長
崎
大
に
設
置
さ
れ
た
「
離

島
・
へ
き
地
医
療
学
講
座
」
。
医
学
部
の
学
生
が

離
島
で
臨
床
実
習
す
る
の
が
特
色
で
、
医
師
の
不

足
や
都
市
部
へ
の
偏
在
が
問
題
に
な
る
中
、
離
島

で
働
く
研
修
医
が
二
年
連
続
で
講
座
か
ら
誕
生
す

る
な
ど
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

長
崎
大
の
前
田
隆
浩
教
授（
右
）と
、
研
修
医
の
坂
上

祐
樹
さ
ん
!
長
崎
県
・
福
江
島
の
離
島
医
療
研
究
所

離
島
で
出
張
診
療
に
当
た
る
医
師
（
中
央
）
と
、

実
習
で
同
行
し
た
学
生
２
人
（
前
田
隆
浩
長
崎
大

教
授
提
供
）

長崎大に現地実習の講座

研修医も２年連続で誕生

離離
島島
診診
療療
担担
うう
医医
師師
育育
成成
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